
事業名

政策 安心を感じる保健・医療・福祉の充実 施策 基本事業健康づくりの推進 健康づくり活動の推進

部名

課名

事業開始年度

事業終了年度

区分１

区分２

実施計画事業認定健康福祉部

保健センター

昭和59年度

－年度

継続

補助

非対象

事務事業の目的と成果

対象

意図

手段

事業量・コスト・指標の推移
区分 単位 目標

対象
指標1

対象
指標2

活動
指標1

活動
指標2

成果
指標1

成果
指標2

人

人

回

人

41

4

6 4 4

10 6 14

事業単独評価、施策内での相対評価、財政状況に基づく改革案（２月時点）

維持 見直し 新規 休廃止 その他 向
上

維
持

放低
置下

増加維持減少

改革方向性（コスト）

改
革
方
向
性

（
成
果
）

○

①脳卒中後遺症者又は神経難病者で、日常生活動作が
概ね自立している方。
②脳卒中後遺症者又は神経難病者で、失語症や構音障
がい等の言語障がいをもつ方

参加により心身機能（言語機能を含む）を維持し、日常生
活の自立を促す。また、社会参加の場を確保することで、
社会性の維持と向上につなげる。

・ことばのリハビリ教室　言語聴覚士による集団指導（レクレ
ーション、会話など）を実施。
・自主リハビリ　週1回仲間同士が集い、自主的に体操や趣
味活動を行う。保健師が側面的に運営をサポート。

【平成２３年度からは、
・ことばのリハビリ教室　言語聴覚士による集団指導（レクレ
ーション、会話など）を実施。】

脳卒中後遺症者、神経難病者で日常生活動作
が概ね自立している人の数（把握困難）

脳卒中後遺症者、神経難病者失語症や構音障
がい等の言語障がいをもつ人の数（把握困難）

実施回数（自主リハビリ、ことばのリハビリ教室）
【23年度より：実施回数（ことばのリハビリ教室）】

参加延べ人数

機能訓練経費

単位コスト指標

事業費計（A） 176 154 126 106 0

 

正職員人件費（B) 806 803 809 806 0千円

 

千円

総事業費（A)＋（B) 千円 982 957 935 912 0

[0115]

維 持
見直し
休廃止
新 規

事務事業評価表　平成24年度

22年度実績 23年度実績 24年度予算 25年度予算

 ： 現状の目的や方法に変更がなく25年度実施する事業
 ： 現状の方法や事業量を見直し、成果指標の向上やコスト改善をおこなう事業
 ： 23年度もしくは24年度に「休止」、「廃止」、「終了」する事業
 ： 25年度より新たに新規事業として実施する事業

25年度への業務改善方向性


